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実施時点の対象は595世帯（除く教職員）。
回答数は268世帯。回答率は45%

従来通りのバザー継続の意⾒は35%にとどまる。

バザー中⽌、代替企画も不要と考える声は全体
の40％と３択の中では最多。

運営への関与の有無はバザー開催に対する肯
定・否定の意⾒との相関が⾒られる。
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バザーの企画実⾏の経験

バザーの企画実⾏の経験

今後のバザー開催について

今後のバザー開催について



⼦どもの楽しみの観
点からバザー継続を
望む声が⼀番多く
なっている。
財源の確保の意⾒も
三番⼿。

左記の回答を選択
した理由の分析

従来通りバザーを開催してほしい
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代案を出してくださっ
ている回答が多い。
負担が⼤きいという声
が⼆番⼿。
コロナ感染を懸念する
声も⾒られる。

左記の回答を選択
した理由の分析
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バザーの開催をやめてほしい。代替の企画もなくてよい

未記⼊が最多。
次いで負担の⼤きさを
挙げる声が多い。
コロナ感染拡⼤を懸念
する声も少なくない。

左記の回答を選択
した理由の分析

5



登下校の安全

学校⾏事への協⼒

学校の衛⽣⾯強化⽀援

オンライン授業の⽀援

PTA内部の⾒直し

の意⾒が多数。

今後、会員の皆さんがPTAの活動として重要視すべき活動について①
合計
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⼦どもたちが楽しく過ご
せるような活動の実施

⼦どもの精神⾯のケア

勉強会の開催

が続く結果に。

今後、会員の皆さんがPTAの活動として重要視すべき活動について②

7


